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人
生
の
難
所
守
る

社
の
一
つ

佐
良
気
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

春
日
若
宮
近
く
に
鎮
座
す
る
佐
良
気
神
社
‖
奈
良
市
春
日
野
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
春
日
野
町
１
６
０
。
春

日
大
社
内

（
祭
神
）
蛭
子
神
（
え
び
す
神
）

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
バ
ス

「
春
日
大
社
本
殿
」
下
車
、
徒

歩
約

分

（
駐
車
場
）
春
日
大
社
に
あ
り
。
有
料

（
電
話
）
０
７
４
２
・

・
７
７
８
８

春
日
大
社
南
門
前
の
石
灯

籠
が
並
ぶ
御
間
道
を
１
０
０

㍍
ほ
ど
南
に
行
く
と
「
お
ん

祭
」
で
有
名
な
春
日
若
宮
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社
の
周

り
に
人
が
生
涯
を
送
る
間
に

遭
遇
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
難
所

を
お
守
り
す
る
神
々
が
若
宮

十
五
社
と
し
て
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
神
社
の
南
側
、
十
五

社
め
ぐ
り
の
第
八
番
納
札
社

が
春
日
大
社
境
内
末
社
の
佐

良
気
神
社
で
す
。

赤
い
柵
に
囲
ま
れ
た
敷
地

に
は
鳥
居
が
あ
り
、
小
さ
な

境
内
の
中
、
城
の
石
垣
の
よ

う
な
上
に
お
社
が
東
側
の
深

閑
と
し
た
森
を
背
に
し
て
建

つ
姿
に
威
厳
を
感
じ
ま
す
。

ご
祭
神
は
蛭
子
神
（
一
般

に
は
え
び
す
神
）
で
す
。
蛭

子
神
は
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ

ミ
が
最
初
に
生
ん
だ
神
様
で

し
た
。
手
足
が
不
自
由
な
姿

ゆ
え
葦
の
舟
で
海
に
流
さ
れ

て
し
ま
い
、
今
の
大
阪
・
兵

庫
あ
た
り
で
拾
わ
れ
、
「
え

び
す
三
郎
」
と
い
う
名
で
大

切
に
育
て
ら
れ
、
恵
比
寿
明

神
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
も

あ
り
ま
す
。
商
売
繁
盛
、
交

渉
成
立
を
お
守
り
く
だ
さ
る

神
様
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
１
月

日
に
「
春
日

の
十
日
え
び
す
」
と
言
わ
れ

る
御
例
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
、
春
日
大
社
の
巫
女
さ

ん
は
藤
の
か
ん
ざ
し
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
金

色
の
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
福

娘
が
吉
兆
笹
や
縁
起
物
を

授
与
し
て
く
れ
ま
す
。
日
ご

ろ
静
か
な
こ
の
神
社
が
大
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
か
ら

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る

こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す

(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

新
島
弓
美
子
）


